
１月８日 フィジカル、メンタル、
ヘルスケアー支援スタート

物資だけでなく人的サポートも

循環型シャワー増設（約１５０人/日利用）積雪で簡易テント崩壊 17

１月８日

避難者数 約３００人



１月８日

多目的ホール

避難者は二階通路にも

18



１月８日

警察官の巡回も頻繁に

１０日からは移動交番開設

19

１月１１日 仮設トイレ用

生活用水ストックプール設置

地元市議会議員による

生活・住宅支援等相談窓口

併せて心のケア―も



１月１０日 近隣町会のゴミステーション

20

避難所のゴミ回収も無し。

某所で焼却処分していた。



１月１１日 支援物資倉庫（健診ルーム及び診察エリア）

21

本来は避難者数分の支援物資を受け取るべき。全ての支援物資を受取り、

支援物資拠点として近隣の避難所、在宅避難者、奥能登へも提供



１月１１日 一階避難者エリアに

段ボールベッド設置

避難者数 約２５０人

22



１月前半は一日二食

９日まで朝食と夕食、１１日から昼食と夕食

物資に余裕があれば、間食を提供 ２⇒２．５食

徐々に朝食の提供を増やし、一日三食に。

大手外食チェーンコロワイド様炊き出し

避難者＋地域の方にも。

多いときには１０００食以上提供。

23



1月13日 朝食コーナー

24



25

避難者配布用

２月１３日 表面

１月１７日 裏面は退去申請書

２月１３日 裏面



１月１４日 初めての

運動支援、音楽支援、お花支援

26

エコノミークラス症候群防止体操



１月１６日 行政の支援物資配布場所が七尾東部中学校より

矢田郷コミュニティセンターに。（３月３日配布終了）

地域住民へ飲料水（１日700～800ケース）と一緒に、

支援物資の食料、使い捨てカイロ等も配布

災害ボランティアセンター併設

ボランティア受入れに備えトレーラートイレ増車 27



/

１月１７日 １階にテレビスペース

大相撲が楽しみ。

１月１７日 ドキンちゃん大作戦告知

大掃除、消毒、避難者居住エリアを土足禁止に

28



１月１８日 支援物資の『組手什』で下駄箱作り
支援者、スタッフ、避難者 一緒に作成。
以後、棚作りワークショップを実施。

29



１月１９日 入口看板設置

避難所内の安全管理、感染症対策のため関係者以外の立ち入りを制限。

（館内トイレが使用できないため夜間も施錠できない。）

住民と避難者の動線を分けるため入口を別々にする。

30



１月１６日～２月２日

兵庫県より災害支援ナース２名避難所常駐

DMAT、介護チーム、運営スタッフとともに

健康ケアーミーティングを毎日実施。

←名古屋市チーム（第１次）と

兵庫県災害支援ナース（第１次）

【１月１９日より健康相談会実施】

31



１月２３日 【避難者数 約２００名】

ドキンちゃん大作戦１日目

朝の打合せ 保険師（高知県）からの説明

ボランティア含め約４０名で実施

多目的ホール（避難者約８０名）、応接室（１５名）

32
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